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第
三
章
第
二
節
第
一
款
中
第
二
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
評
価
委
員
会
の
意
見
の
申
出
）

第
二
十
八
条
の
二

法
務
大
臣
は
、
準
用
通
則
法
第
五
十
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
届
出
に
係
る
報
酬
及
び
退
職
手
当
（
次
項
に
お
い
て
「
報
酬
等
」
と
い
う
。）の
支
給
の
基
準
を
評
価
委
員
会

に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

評
価
委
員
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
そ
の
通
知
に
係
る
報
酬
等
の
支
給
の
基
準
が

社
会
一
般
の
情
勢
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
意
見
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
二
十
九
条
第
四
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

４

第
二
十
五
条
た
だ
し
書
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
並
び
に
準
用
通
則
法
第
二
十

一
条
第
四
項
の
規
定
は
、
委
員
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
十
四
条
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

役
員
（
監
事
を
除
く
。）の
職
務
の
執
行
が
こ
の
法
律
又
は
他
の
法
令
に
適
合
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の

体
制
そ
の
他
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
に
関
す
る
事
項

第
四
十
条
第
二
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
事
項

第
四
十
一
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

業
務
運
営
の
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
と
る
べ
き
措
置

第
四
十
一
条
第
二
項
第
六
号
中
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
各
事
業
年
度
に
係
る
業
務
の
実
績
等
に
関
す
る
評
価
等
）

第
四
十
一
条
の
二

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
事
業
年
度
の
終
了
後
、
当
該
事
業
年
度
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
業
年

度
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
評
価
委
員
会
の
評
価
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一

次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
年
度
以
外
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績

二

中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び

中
期
目
標
の
期
間
の
終
了
時
に
見
込
ま
れ
る
中
期
目
標
の
期
間
に
お
け
る
業
務
の
実
績

三

中
期
目
標
の
期
間
の
最
後
の
事
業
年
度

当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実
績
及
び
中
期
目
標
の
期
間
に

お
け
る
業
務
の
実
績

２

支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
の
評
価
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
各
事

業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
同
項
第
一
号
、
第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
事
項
及
び
当
該
事
項
に
つ
い
て

自
ら
評
価
を
行
っ
た
結
果
を
明
ら
か
に
し
た
報
告
書
を
評
価
委
員
会
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
公
表
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
評
価
は
、
同
項
第
一
号
、第
二
号
又
は
第
三
号
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
総
合
的
な
評
定
を
付
し
て
、

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
業
務
の
実

績
に
関
す
る
評
価
は
、
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
中
期
計
画
の
実
施
状
況
の
調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果

を
考
慮
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
総
合
法
律
支
援
法
の
一
部
改
正
）

第
五
十
六
条

総
合
法
律
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
二
十
八
条
」
を
「
第
二
十
八
条
の
二
」
に
、「
第
四
十
二
条
」
を
「
第
四
十
二
条
の
二
」
に
、「
第
四
十

七
条
」
を
「
第
四
十
七
条
の
四
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
三
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
監
事
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
監
査
報
告
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

第
二
十
三
条
中
第
七
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
を
四
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
項
の
次
に

次
の
四
項
を
加
え
る
。

４

監
事
は
、
い
つ
で
も
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）及
び
職
員
に
対
し
て
事
務
及
び
事
業
の
報
告
を
求
め
、
又
は
支

援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

監
事
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
法
律
又
は
準
用
通
則
法
（
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人

通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
規
定
に
よ
る
認
可
、
承
認
、
認
定
及
び
届
出

に
係
る
書
類
並
び
に
報
告
書
そ
の
他
の
法
務
省
令
で
定
め
る
書
類
を
法
務
大
臣
に
提
出
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

こ
れ
ら
の
書
類
を
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

監
事
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
支
援
セ
ン
タ
ー
の
子
法
人
（
支
援
セ
ン
タ
ー
が
そ
の

経
営
を
支
配
し
て
い
る
法
人
と
し
て
法
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
対
し
て
事
業
の
報
告
を

求
め
、
又
は
そ
の
子
法
人
の
業
務
及
び
財
産
の
状
況
の
調
査
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
子
法
人
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
の
報
告
又
は
調
査
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
理
事
長
等
へ
の
報
告
義
務
）

第
二
十
三
条
の
二

監
事
は
、
役
員
（
監
事
を
除
く
。）が
不
正
の
行
為
を
し
、
若
し
く
は
当
該
行
為
を
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
、
又
は
こ
の
法
律
若
し
く
は
他
の
法
令
に
違
反
す
る
事
実
若
し
く
は
著
し
く
不
当
な
事
実

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
理
事
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
法
務
大
臣
に
報
告
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
務
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
内
容
を
最
高
裁
判
所
に
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
第
三
項
の
次
に
次

の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
務
大
臣
は
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
理
事
長
又
は
監
事
を
任
命
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
要

に
応
じ
、
公
募
（
理
事
長
又
は
監
事
の
職
務
の
内
容
、
勤
務
条
件
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
公
示
し
て
行
う
候
補
者

の
募
集
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
活
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
募
に
よ
ら
な
い
場
合

で
あ
っ
て
も
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ
、
候
補
者
の
推
薦
の
求
め
そ
の
他
の
適
任
と
認
め
る
者
を
任
命
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
二
十
五
条

理
事
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
理
事
の
任
期
は
、前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
中「（
第
四
十
八
条
に
お
い
て
準
用
す
る
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三

号
）
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

第
三
章
第
二
節
第
二
款
の
二
を
同
節
第
二
款
の
三
と
し
、
同
節
第
二
款
の
次
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
二
款
の
二

行
政
不
服
審
査
会

第
十
七
条
の
二

行
政
不
服
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
。
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。）の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
百
二
十
七
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
を
「
行
政
執
行
法

人
の
労
働
関
係
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

第
二
百
十
一
条
中
「
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
」
を
「
国
立
研
究
開
発
法
人
森
林
総
合
研
究
所
法
」
に

改
め
る
。

第
四
章

法
務
省
関
係

（
法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
十
五
条

法
科
大
学
院
へ
の
裁
判
官
及
び
検
察
官
そ
の
他
の
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
派
遣
に
関
す
る
法
律
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
条
第
四
項
」
に
、「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を「
行
政
執
行
法
人
」

に
改
め
る
。

第
八
条
第
二
項
及
び
第
十
四
条
第
四
項
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
行
政
執
行
法
人
」
に
改
め
る
。
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